
東京都立小石川中等教育学校 

解答例 

 

適性検査Ⅰ 

 

適性検査Ⅱ 

 

２ 

問
題
１ 

水の種類 ○か×か 理由 

16点

氷河など × とかすのと運ぶのに手間がかかるから。 

地下水 

塩水 × 複雑なしょ理が必要だから。 

淡
たん

水
すい

 ○ い戸をほるだけでよいから。 

湖水 

塩水 × 複雑なしょ理が必要だから。 

淡
たん

水
すい

 ○ くみ上げるだけでよいから。 

河
か

川
せん

水
すい

 ○ くみ上げるだけでよいから。 

すぐに使える水の量 １０６３３０００ ㎦ 深さ ７２．２１ ｍ

問
題
２ 

安心して飲んだり、料理に使ったりできるようにするため。また、けがをした時にきずを

あらえるようにするため。 
５点

１ 

問
題
１ 

魚焼きグリルは、魚を焼くためだけのものだと考えていること。（２６字） 20 点

問
題
２ 

注意をかん起し、じんわりと伝える  ために 

字を小さく             書くこと。 
20 点

問
題
３

（省略） 60 点

１ 

問
題
１

三角形 イクケ  と、 三角形 イシタ ８点

問
題
２ 

〔説明〕 

Ａグループは、３本の対しょうのじくが交わるところにある「き」に黄色の正三角形のフ

ロアマットを置く場合で、Ｂグループは、「き」に黄色の正三角形のフロアマットを置か

ない場合であるというちがい。 

８点

問
題
３ 

〔説明〕 

「下向きの正三角形」の辺は、全て「上向きの正三角形」の辺と重なっているので、「見

かけ上の辺の数」は、ならべたフロアマットの数から「下向きの正三角形」の数をひいた

「上向きの正三角形」の数の３倍になっている。 14 点

〔式〕１００－４５＝５５ 

５５×３＝１６５ 

１０段
だん

目まで並
なら

べたときの「見かけ上の辺

の数」 １６５ 本 



問
題
３ 

⑴ （省略） 

９点

⑵ 

選んだグループ ア 

 

世界の平均的な国々に比べて、とても面積が広く、さらにとても人口が少ないから。

問
題
４ 

（省略） 10点

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

問
題
１ 

〔選んだもの〕ふり子 

６点
〔理由〕 

同じ長さのふり子が１往復するのにかかる時間は一定であるので、その動きが時間の長さ

を計るのに適していると考えられる。 

問
題
２ 

〔記号〕イ 

10 点
〔説明〕  

落ちたプラスチック球の量が１６００ｇまでは、プラスチック球が１００ｇ落ちるのにか

かった時間は一定（１.１秒）であり、それ以こうは、プラスチック球が１００ｇ落ちる

のにかかった時間は長くなっている。 

問
題
３ 

え
い
き
ょ
う
す
る
条
件

〔条件〕Ａ 〔比べた実験〕 ア  と  オ 

14 点

〔理由〕 

条件Ｂと条件Ｃが同じで、条件Ａの容器の底面積がちがい、底面積が小さい方が、

同じ量のプラスチック球が落ちるのにかかる時間が短いから。 

え
い
き
ょ
う
し
な
い
条
件 

〔条件〕Ｃ 〔比べた実験〕 ア  と  イ 

〔理由〕 

条件Ａと条件Ｂが同じで、条件Ｃのプラスチック球の量がちがうが、プラスチッ

ク球の量が１０００ｇでも２０００ｇでも、プラスチック球１００ｇが落ちるの

にかかる時間は変わらないから。 



適性検査Ⅲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

問
題
１ 

金属はぴかぴか光っているが、木は光っていない。金属は木よりもよく光をはね返すから

あたたまりにくい。 
10 点

問
題
２ 

金属のベンチには、熱がこもってしまい、出て行きにくいからとても熱くなる。 10 点

問
題
３ 

(1) 
手に持った金属のスプーンは、プラスチックのスプーンより、こおったものをとかし

やすい。 

20 点

(2) 金属は、ふれたときに熱をよく通すから、体温がスプーンに伝わってすぐにとけた。

(3) 

同じ形をした金属、木、プラスチックのぼうの下半分をお湯の中に入れ、上半分の一

番上の部分の温度変化をみる実験。その結果は、金属の温度が最も速く上がると予想

される。 

(4) 金属に体温がうばわれるから冷たく感じる。 

問
題
４ 

冷ぞう庫の冷とう室の底を金属にすると良い。 

 

なぜならば、金属は、あたたかいものの熱をうばうので、ものの温度が速く下がるから。

このことによって、冷とう室の中の空気の温度があまり上がらないようになる。 

10 点



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

問
題
１ 

(1) 色をぬった部分の面積              ３４．８３        ｃｍ2 

15 点

(2) 

答えは２倍。 

図６を 1辺３ｃｍの正方形９個に分けると、それぞれは、右の図のよ

うになる。それをさらに同じ大きさの正方形に４等分すると、Ａの面

積とＢの面積は等しい。なぜなら、それぞれ同じ正方形から、同じ半

径の円の４分の１の面積を引いたものだから。 

ここで、 

図５で色をぬった部分の面積＝Ａ３６個分の面積 

図６で色をぬった部分の面積＝Ａ３６個分の面積＋Ｂ３６個分の面積 

となるので、答えは２倍。 

問
題
２ 

①のコースターを２まい横にならべ、それぞれの正方形

の対角線を引く。すると、図アの太線の四角形の中に、

②のコースターと同じもようができる。 

 

 

太線の四角形は、図イから分かるように①と同じ大きさ

の正方形なので、②のコースターと同じ大きさの正方形

である。 

 

よって、コースターの中の円の大きさも、①や③の円の大きさと同じ。 

10 点

Ａ Ａ 

Ａ Ａ 

ＢＢ
ＢＢ 

図ア 

図イ 



 

 

問
題
３ 

 

 

 

 

 

5 点

問
題
４ 

○がはられた球    ５２０   個 ×がはられた球      ５１６   個 

20 点

△がはられた球    ５１６   個 何もはられていない球 １５０５４８  個 

図ウのようにシールをはる球の一番左は、上から○×△の 

ならびがくり返し続くので、３９０だん目は 

（３９０－２）÷３＝１２９あまり１ 

より、○となる。３９０だん目にあるシールをはる球は、 

１つの面に３８８個あり、左から○×△のならびがくり返し

続くので、○×△が１２９組あり、最後は○となる。 

これが４面あるので、○がはられた球は  

１３０×４＝５２０  

より、５２０個。 

×と△がはられた球は、それぞれ  

     １２９×４＝５１６  

より、５１６個ある。 

      

また、３９０だん目の何もはられていない球は、図エより、角にある赤い球と、見えない

ところにある白い球である。赤い球は４個、白い球は 

３８８×３８８＝１５０５４４  

より、１５０５４４個あるので、 

４＋１５０５４４＝１５０５４８  

より、１５０５４８個ある。 

図エ 

○

× △

○ ×△

図ウ 

３８８×３８８ 

…


